
柏市য়土小学校市ড়ワークショップ 第1回

◆開催日時
◆参 加 者
◆第１回テーマ

平成29ফ9月21（木）ଏ後４ৎڬڬীڲعৎ３ڬী
２１名

「学校への想いを語ろう！」

●第１回の主なプログラム
１．グループワーク

本市では小中学校校舎のリニューアルプロジェクト（শํ୵化改ଐ匼本計画方針策
定）を進めており，建設から４ڬফ以上が経過した学校校舎のリニューアルを実施す
る上で，安全性の確保，学習環境の多様化に対応する施設整備はもとより，地域とと
もにある学校づくりを目指しています。

そこで，土小学校をモデル校として，これからの学校施設のあり方，土小学校の将
来について話し合うワークショップを開催しました。ワークショップは，全４回を予
定しています。この中で出された勪ৄを今後の学校施設づくりに卬さचていきたい
と考えています。

●市ড়ワークショップを開催खまखञ؛

小学校への「想い」や
「関わり方」などをイラ
ストなどで画用紙に表現
し，グループごとにまと
める

３．柏市の学校施設の
実態等の説明

学校施設の現状と課題，
勗厗施設等匫合ଵ৶計画
の概要等について説明

●グループワーク，؞ਔৄઐఌ
Ａグループ ：教職員，市職員で構成

「ワクワク」
• ワクワクという匟୴は厗ৢのキーワードであった。
• いろいろな遊具，プールといった学校そのものが楽しい場。
• 外だけでなく図書室といった室内でも楽しいことがたくさ

んある。
「自然」
• 池や桜の木，花壇といった自然がたくさんある。

「ষহと地域」
• 学校によってৡのোれ方が౮なるので厣౦がある。
• 運動会は地域の人達とඡれ合えるষহであり，勝ち負けの

楽しさも学ぶ場であった。

全４回
予定

第１回
平成29ফ9月

第２回
平成29ফ10月

第３回
平成29ফ11月

第４回
平成29ফ12月

グループワーク
取組等の説明

ਔৄઐఌ؞．ڮ

グループごとに発表，
ସ卧応௦と勪ৄ卦ఌ

まちあるき
課題認

改善案
検討 ৮厱のまとめ
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Ｂグループ ：保護者，市職員で構成
「施設」
• 土小学校は，勠ৎ（３ڬফ）は建物がஆয়していて୷だ

らけだった。（土小卒業生）
• プールは，地域の人達がおসを集め，設置された経༬がある。

「地域」
• 運動会は地域との医लつきが勮いষহであった。
• デイ१ーঅスが設置されていたので，匒৻の卦及会があっ

た。
「ゆとりのある教育」
• 勮も大হだが，遊लにষくこともとても大হにしていた。
• 自発学習というৎがあり，ർ卍していくৡがついた。
• 匪生はかくৄஹってくれていた。

Ｃグループ ：地域卫ড়，市職員で構成

「教室」
• 古い学校で，木造校舎で薪ストーブがあった。
• 図書室は周囲にお花が植わっていて，くつろげる場所であっ

た。
「外，校庭」
• 土小学校の今の桜の木の場所は，校舎が後ろにあった名残。

また，地域の人達が芋を売って建てた「芋講堂」があった。
（土小卒業生）

• 放課後，校庭が開放されており，自主的に遊んで楽しかった。
• 中庭で動物を飼っており，くつろげる場所があった。

「四季」
• 学校は四季を感じられる場所であった。

●ファシリテーターのまとめ
• 参加者の発表はそれぞれの思い出がベースとなってい

たが，学校の匼本となる大卲な要素や，「歴史性」や
「自然」といった地域にまつわるキーワードもあった。

• プールや講堂を設置するときに地域の方がৱস集めを
したという素晴らしい話，発想が出ていて，さまざま
な工夫や地域の匞ৡをどのように千ていくのか，とい
うポイントを確認できた。

• ワクワクや大らかさといった“子どもたちの気持ちを
作っていく学校”を整備していく必要がある。その中
でも，「工夫」が必要で，今回すでにアイディアがた
くさん出ていた。

• 卙回以ఋ，子どもの視点も加えながら，それぞれの視
点で具体的なアイディアを出していきたい。
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